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③ 

三
世
代
交
流
会(
菅
田
地
区
)

核
家
族
化
、
が
進
む
現
在
、
以
世
代
間
の

交
流
は
少
な
く
な
り
、
意
識
に
ギ
ャ
ッ

プ
が
生
ま
れ
て
き
て
い
ま
す
。

家
庭
や
地
域
に
-
お
い
て
三
世
代
、
が

お
互
い
に
そ
の
立
場
を
尊
重
し
協
力
し

て
こ
そ
、
明
る
い
家
庭
、
ま
た
、
住
み

よ
い
地
域
、
つ
く
り
が
可
能
と
な
り
ま
す
。

菅
田
地
域
で
は
¥
一
一
一
世
代
の
交
流
を

通
じ
、
心
と
心
の
ふ
れ
あ
う
H

住
み
よ
い

地
域
り
を
つ
く
ろ
う
と
¥
婦
人
会
が
中

心
と
な
り
昭
和
五
十
三
年
か
ら
毎
年
¥

「
一
二
世
代
交
流
会
し
を
行
っ
て
い
ま
す
。

一
一
月
二
十
六
日
、
菅
田
公
民
館
で
の

交
流
会
に
は
、
青
年
団
¥
婦
人
会
、
老

人
ク
ラ
ブ
の
三
世
代
百
三
十
人
あ
ま
リ

が
集
ま
り
¥
意
見
交
換
¥
演
芸
会
な
ど

で
交
流
を
深
め
ま
し
た
。
年
中
行
事
と

し
て
定
着
し
た
こ
の
行
事
は
、
地
域
の

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ゃ
つ
く
り
の
一
つ
と
し
て

成
果
を
あ
げ
て
い
ま
す
。

青年団員の意見発表
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(2) 

る
月

[非行と家出の防E

• 
4
月
は
要
注
意

子供た奮の

無
限
の
可
能
性
を
秘
め
た
子
供
た
ち
が
健
や
か
に
成
長
し
、
立
派
な
社

会
人
と
な
る
こ
と
は
、
親
の
願
い
で
あ
り
、
社
会
の
要
請
で
も
あ
り
ま
す
。

し
か
し
、
成
長
の
途
中
に
ほ
ん
の
少
し
の
歯
車
の
ス
レ
で
「
非
行
」
や

「
家
出
し
と
い
う
行
為
に
走
る
青
少
年
が
多
く
な
っ
て
き
て
い
ま
す
。
特

に
三
月
、
四
月
は
、
円
節
目
H

の
月
で
す
。
進
学
や
就
職
を
目
前
に
し
た

少
年
た
ち
、
ま
た
、
こ
の
時
期
に
転
勤
す
る
{
杢
腫
な
ど
も
あ
っ
て
、
ふ
だ
ん

と
は
違
っ
た
あ
わ
た
だ
し
さ
が
あ
り
ま
す
。

進
級
、
卒
業
、
友
人
と
の
別
れ
、
新
し
い
環
境
へ
の
期
得
と
不
安
:
:
:
。

少
年
た
ち
の
心
は
揺
れ
動
い
て
い
ま
す
。
そ
し
て
、
毎
年
こ
の
時
期
に
な

る
と
、
非
行
や
家
出
が
多
く
な
り
ま
す
。

で
は
、
な
ぜ
少
年
た
ち
は
、
非
行
や
家
出
に
走
る
の
で
し
ょ
う
か
。

って

おおす広報大洲市民憲章
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家
出
は

H

現
実
u

か
ら
の
逃
避

子供たちが健やかに育つように

非
行
に
走
っ
た
り
、
家
出
を
し
た
少

年
少
女
に
総
じ
て
言
え
る
こ
と
は
、
彼

ら
が
「
現
実
か
ら
何
ら
か
の
方
法
で
逃

避
し
よ
う
と
し
た
」
と
い
う
こ
と
で
す
。

「
い
ざ
こ
ざ
の
絶
え
な
い
家
庭
L

「不

快
な
学
校
生
活
」
「
た
い
く
つ
な
毎
日
し

な
ど
な
ど
・
・
・
:
・
自
分
た
ち
が
と
ら
え
た

そ
ん
な
H

現
実
H

に
対
し
て
、
彼
ら
は

「
面
白
く
な
い
し
「
ム
カ
つ
く
し
と
白

ら
を
非
行
や
家
出
へ
と
駆
り
立
て
て
し

ま
っ
た
の
で
す
。

で
は
、
ど
ん
な
少
年
、
少
女
が
現
実

逃
避
の
た
め
に
非
行
や
一
家
出
に
走
る
の

で
し
ょ
う
か
。

15歳が要注意
低年齢化

進む

昭
和
五
十
八
年
中
の
大
洲
警
察
署

管
内
の
少
年
非
行
の
現
況
を
見
て
み

ま
す
と
、
十
五
歳
(
全
体
の
二
(
一
%
)

の
少
年
の
非
行
が
増
加
し
、
低
年
齢

化
が
進
ん
で
い
ま
す
。

刑
法
犯
少
年
(
一
一
十
歳
未
満
で
刑

法
に
触
れ
る
罪
を
犯
し
た
少
年
)
は

九
十
二
人
(
前
年
比
四
人
減
)
と
な

っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
ぐ
犯
(
罪
を

犯
す
お
そ
れ
の
あ
る
)
不
良
行
為
少

年
と
し
て
補
導
し
た
の
は
七
百
三
十

二
A

人
(
前
年
比
百
三
十
二
人
減
)
と

と 4三

き丈
えの

す宋
担問
V'- 題

も
ち
ろ
ん
、
非
行
に
走
っ
た
り
、
家

出
を
す
る
少
年
は
、
全
体
か
ら
見
れ
ば

ほ
ん
の
一
揺
り
で
す
。
彼
ら
は
、
特
に

神
経
が
過
敏
で
η

心
の
弱
い
ω

人
間
だ

っ
た
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
し
か
し
、

内
本
人
の
心
の
問
題
H

と
突
き
放
す
前

に
、
昭
和
五
ト
八
年
度
警
察
白
書
を
基
一

に
非
行
や
家
出
の
背
景
と
そ
の
土
議
に

つ
い
て
口
光
て
み
ま
し
ょ
う
。
少
年
た
ち

の
未
来
を
ね
じ
曲
げ
た
責
任
の
一
端
は
、

わ
た
し
た
ち
大
人
に
も
あ
る
の
で
す
か

ら。

な
っ
て
い
ま
す
。

人
数
は
減
少
し
て
い
ま
す
が
、
内

容
的
に
は
悪
質
化
の
傾
向
に
あ
り
、

い
ず
れ
も
女
子
の
割
合
が
増
加
し
て

い
ま
す
。
ま
た
、
年
齢
別
で
は
、
十

五
歳
が
二
十
人
と
ト
ッ
プ
で
、
中
学

一
二
年
、
高
校
一
年
は
要
注
意
の
年
齢

と
な
っ
て
い
ま
す
。
内
容
は
窃
盗
が

七
十
二
件
(
七
八
%
)
を
占
め
て
お

り
、
あ
き
巣
ね
ら
い
、
忍
込
み
な
ど

の
侵
入
窃
盗
が
増
加
し
、
悪
質
化
の

傾
向
を
見
せ
て
い
ま
す
。

家
出
少
年
の
捜
索
願
は
二
十
二
件

(
前
年
比
七
件
増
)
で
、
そ
の
う
ち

女
子
が
十
三
一
件
と
過
半
数
を
越
え
て

い
ま
す
。
う
ち
の
子
に
限
っ
て
と
い
う
あ
ま

い
考
え
は
禁
物
で
す
。

突
き
離
す
前
に
家
出
や
非
行
に
な
ぜ

走
る
の
か
を
考
え
て
み
る
必
要
が
あ
る

の
丹
、
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。1る

一
ア
パ
ー
ト
や
ス
ー
パ
ー
で
金
を
払
わ

ず
商
品
を
持
っ
て
き
て
し
ま
う
。
広
場

や
駅
前
に
置
い
て
い
る
自
転
車
や
オ
ー

ト
バ
イ
を
盆
む
1

1

1
万
引
き
や
盗
み

の
動
機
で
一
番
多
い
の
は
、
「
欲
し
か

っ
た
、
だ
か
ら
取
っ
た
」
と
い
う
単
純

会
欲
望
に
よ
る
も
の
で
す
。
次
い
で
「
遊

び
半
分
L

「
好
奇
心
か
ら
し
「
ス
リ
ル
を
味

わ
う
」
と
い
っ
た
理
由
で
す
。
補
導
さ

れ
た
少
年
の
六
割
が
「
万
引
き
や
盗
み
」

に
よ
る
も
の
で
す
。



日日

iz 
師

度

肝

おおず

先
生
や
友
達
を
な
ぐ
る
、
教
室
の
窓

な
ど
を
壊
す
|
|
校
内
暴
力
の
約
九
割

が
中
学
校
で
起
き
て
い
ま
す
。
ま
た
、

教
師
に
対
す
る
雪
事
件
の
う
ち
、
検

察
官
に
送
ら
れ
た
少
年
に
つ
い
て
、
そ

の
保
護
者
の
養
育
態
度
を
見
る
と
、
保

護
者
の
約
七
割
が
自
分
の
チ
供
を
「
放

任
」
し
て
い
ま
す
。

一
方
、
家
庭
内
暴
力
の
被
害
者
は
約

六
割
が
母
親
で
、
過
半
数
の
人
が
子
供

に
対
し
「
過
保
護
」
「
過
干
渉
L

「で

き
愛

L
l
!と
い
う
結
果
が
あ
り
ま
す
。

広報明るい市づくりにつとめる

シ
ン
ナ
ー
、
接
着
剤
、
ト
ル
エ
ン
な

ど
の
薬
物
乱
用
で
五
十
七
年
に
補
導
さ

れ
た
少
年
は
、
全
国
で
約
五
万
人
。
こ

れ
は
四
十
七
年
に
規
制
さ
れ
て
以
来
、

最
高
の
数
字
で
す
。

シ
ン
ナ
ー
な
ど
を
吸
っ
た
動
機
は
、

「
好
奇
心
か
ら
」
「
仲
間
と
遊
ぶ
た
め
L

郷土を愛し、

新庁舎で業務

(3) 

「
快
楽
を
得
る
た
め
」
と
い
っ
た
色
白

が
七
割
を
占
め
て
い
ま
す
。
さ
ら
に
、

そ
の
入
手
方
法
を
見
る
と
、
「
友
人
か
ら

も
ら
っ
た
」
が
一
番
多
く
、
全
体
の
約

三
割
を
占
め
て
い
ま
す
。

五
十
七
年
中
に
性
非
行
で
補
導
さ
れ

た
女
千
に
つ
い
て
、
そ
の
き
っ
か
け
を

見
る
と
「
誘
わ
れ
て
」
「
だ
ま
さ
れ
て
」

「
脅
か
さ
れ
て
し
を
引
き
離
し
て
、
過

半
数
が
「
自
分
か
ら
進
ん
で
し
性
非
行

に
走
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
そ
の
動
機
で
は
、
「
好
奇
心
か

ら
し
「
セ
ツ
J

ク
ス
が
好
き
し
「
遊
ぶ
金
欲
し

さ
し
が
多
く
な
っ
て
い
ま
す
。

昭
和
五
卜
七
年
か
ら
建
設
を
進
め
て

お
り
ま
し
た
大
洲
市
庁
舎
は
、
二
一
月
下

旬
に
完
成
い
た
し
ま
す
。
こ
れ
に
伴
い

四
月
十
六
日
(
月
)
に
開
庁
式
を
行
い
、

同
日
か
ら
新
庁
舎
で
業
務
を
行
い
ま
す
。

昭
和
五
十
七
年
九
月
か
ら
一
年
半
あ

ま
り
、
分
散
し
た
市
庁
舎
で
み
な
さ
ま

に
ご
不
便
を
お
か
け
い
た
し
ま
し
た
が
、

市
の
事
務
は
、
四
月
十
六
日
か
ら
新
庁

舎
に
移
り
ま
す
。

新
庁
舎
は
、
鉄
骨
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
l

そ
の
ほ
か
「
相
手
が
好
き
だ
か
ら
」

と
い
う
理
由
が
あ
る
一
方
で
、
「
内
暴
臼

棄
」
も
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。
高
校
生

に
多
い
非
行
で
す
が
、
中
学
生
も
増
え

て
い
て
、
全
体
の
約
三
割
を
上
円
め
て
い

ま
す
。五

十
七
年
に
警
察
が
保
護
し
た
家
出

少
年
は
約
五
万
七
千
人
。
そ
の
う
ち
四

割
を
中
学
生
が
占
め
て
い
ま
す
。
動
機

で
一
番
多
い
の
は
、
「
…
一
子
校
や
家
庭
で
起

こ
っ
た
ト
ラ
ブ
ル
か
ら
逃
れ
る
た
め
」

で
す
。
家
出
少
年
の
う
ち
十
一
人
に
一

人
は
非
行
に
定
り
、
-
一
十
一
人
に
一
人

が
犯
罪
の
被
害
者
と
な
っ
て
い
ま
す
。

非
行
と
家
出
の
防
止

家
庭
で
の
心
く
ば
り

一
家
庭
教
育
で
は
、
一
人
の
人
間
と
し

て
生
き
て
い
く
う
え
で
の
H

基
本
的
ル

ー
ル
ω

を
身
に
つ
け
さ
す
こ
と
が
大
切

ト
造
り
地
下
一
階
、
地
上
五
階
、
六
千

二
百
九
十
五
平
方

U
で
、
大
洲
市
の
シ

ン
ボ
ル
に
ふ
さ
わ
し
い
近
代
的
な
建
物

で
す
。
ど
な
た
に
も
お
気
軽
に
利
用
し

て
い
た
だ
け
る
よ
う
万
全
を
期
し
て
い

ま
す
。詳
し
い
配
置
、
利
用
案
内
な
ど
に
つ

い
て
は
、
広
報
同
月
臨
時
号
「
新
庁
舎

完
成
特
集
号
L

で
お
知
ら
せ
い
た
し
ま

す。

な
役
割
で
す
。
し
か
し
、
過
保
護
や
で

き
愛
で
は
そ
れ
を
望
む
こ
と
が
で
き
ま

せ
ん
。家
庭
で
、
非
行
、
一
家
出
防
止
の
た
め

に
注
意
す
る
こ
と
は

l
l

曹
子
供
の
悩
み
ご
と
や
心
配
ご
と
に
つ

い
て
、
い
つ
で
も
気
軽
に
話
し
合
え
る

家
庭
守
つ
く
り
を
心
が
け
る
。

亨
社
会
生
活
の
ル

l
ル
を
守
ら
せ
、
困

難
や
苦
し
み
に
耐
え
る
心
を
育
て
る
o

v
ふ
だ
ん
か
ら
子
供
の
持
ち
物
や
、
言

葉
遣
い
、
態
度
な
ど
に
十
分
注
意
し
、

変
っ
た
兆
候
が
見
ら
れ
た
と
き
は
、
指

導
や
助
言
を
行
う
。

V
子
供
の
外
出
先
を
確
か
め
、
帰
宅
時

間
を
守
ら
せ
る
よ
う
に
す
る
。
ま
た
、

子
供
の
友
達
を
よ
く
知
っ
て
む
き
、
親

同
志
が
時
々
連
絡
を
取
り
合
う
。

V
子
供
が
進
学
や
就
職
試
験
に
失
敗
し

て
も
、
温
か
い
思
い
や
り
の
あ
る
態
度

で
接
し
、
搾
折
感
を
早
く
取
り
除
い
て

や
る
。

V
非
行
に
走
っ
た
り
、
家
出
し
た
と
み

ら
れ
る
と
き
は
、
で
き
る
だ
け
早
く
警

察
な
ど
に
相
談
す
る
。

一
因
っ
た
と
き
は

一
少
年
警
察
協
助
員

「
l
i
k閣
時
直

青
少
年
の
非
行
を
防
止
し
、
そ
の
健

全
育
成
を
凶
る
た
め
に
、
警
察
署
長
か

ら
「
少
年
警
察
協
助
員
」
が
委
嘱
さ
れ

て
い
ま
す
。
非
行
少
年
の
早
期
発
見
、

街
頭
補
導
、
少
年
相
談
な
ど
目
的
達
成

の
た
め
活
動
し
て
い
ま
す
。
非
行
、
家

出
な
ど
で
お
困
り
の
と
き
は
相
談
し
て

く
だ
さ
い
。

大
洲
市
で
は
次
の
二
十
九
人
が
少
年

警
察
協
助
員
で
す
。

氏
大
洲
市
少
年
警
察
協
助
長
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軍
司

橋

本

茂

円

升

宮

(
ω
4
3
6
1

北

本

宏

君

⑫

2
3
3
8

尾

t
清

則

宮

⑫

5
5
3
7

玉

井

真

太

ク

宮

(
ω
6
3
9
7

白

石

成

子

柚

木

宮

⑫

6
2
4
6

土
居
孝
顕
西
大
洲
宮
⑫
3
0
5
0

梶

谷

繁

一

ク

宮

④

2
6
8
0

山

本

均

阿

蔵

官

⑫

6
2
2
0

土
口
田
政
吉
中
村
宜
⑫
2
0
9
2

佐

々

山

三

郎

ク

宮

⑫

2
8
9
1

大

中

佳

子

ク

宮

⑫

5
9
3
7

小

森

惜

一

若

官

官

⑫

5
0
9
8

西

岡

重

幸

ク

宮

⑪

2
5
6
6

篠

浦

美

文

五

郎

官

⑫

2
5
0
7

出

丸

徳

衛

田

口

宮

⑫

5
8
3
8

井

上

二

郎

徳

森

宮

⑫

4
4
4
4

佐
々
木
フ
ジ
子
野
田
E
⑫
2
9
9
6

桑

野

雅

英

長

谷

宮

⑪

7
4
0
2

柿

原

因

臣

菅

田

宮

(
ω
5
8
7
9

小

山

忠

光

森

山

岳

(
ω
0
1
0
1

谷

野

武

志

藤

縄

宮

⑫

5
7
3
4

池

田

元

務

新

谷

宮

③

0
3
6
2

萩

森

久

子

ク

宮

(

匂

4
4
6
3

矢

野

吉

久

宮

(

匂

0
3
9
3

尾
崎
寿
喜
男

E
@
0
4
1
8

熊

野

良

一

宮

⑮

0
1
6
8

大

野

良

一

宮

⑮

0
0
1
6

小

泉

絹

子

宮

⑫

0
5
3
5

下

岡

俊

宮

⑮

0
0
8
9

名

大
ク大
i1H字

f二 J¥
須。多ん春ク
戒喜'賀

ペF



(4) おおず広報高い教養を身につける健康なからだをっくり、

二一第1回大洲市健康マラソンー二

っていい汗家族そろ

第
一
回
大
洲
市
健
康
マ
ラ
ソ
ン
は
、
二

月
十
九
日
、
市
民
の
み
な
さ
ん
千
人
あ
ま

り
が
参
加
し
て
行
わ
れ
ま
し
た
。
二
月
十

二
日
に
予
定
さ
れ
て
い
ま
し
た
が
、
雨
の

た
め
一
週
間
順
延
と
な
り
、
十
九
日
に
実

施
さ
れ
た
も
の
で
す
。
当
日
は
好
天
に
恵

ま
れ
、
三
歳
の
幼
児
か
ら
七
十
六
歳
の
お

年
寄
り
ま
で
が
春
風
の
中
を
快
走
し
ま
し

た。

ファミリーコース

こ
の
大
会
は
、
「
健
康
ゃ
つ
く
り
の
た

め
市
民
そ
ろ
っ
て
走
ろ
う
し
と
今
年
か

ら
実
施
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
も
の
で

す
。
市
民
会
館
前
を
出
発
し
、
丙
大
洲

平
野
で
折
り
返
し
、
市
民
会
館
に
帰
る

二
キ
ロ
、
二
一
キ
ロ
、
六
キ
ロ
の
各
コ
ー

ス
で
聞
か
れ
ま
し
た
。

午
前
十
時
に
近
田
市
長
の
ス
タ
ー
ト

合
同
で
、
一
一
キ
ロ
フ
ァ
ミ
リ
ー
コ
l
ス

を
最
初
に
各
コ

1
ス
が
次
々
に
出
発
し

ま
し
た
。
最
も
人
気
の
高
い
フ
ァ
ミ
リ

ー
コ
l
ス
に
は
二
一
行
五
十
人
が
参
加
し
、

廿
ご
ろ
の
運
動
不
足
を
解
消
す
る
か
の

よ
う
に
全
員
完
走
し
ま
し
た
。

各
コ

l
ス
の
入
賞
与
は
次
の
と
お
り

で
す
。

人気のファミリーコ ス家族そろって快走

第
一
回
大
洲
市

健
康
マ
ラ
ソ
ン
入
費
者

二
キ
ロ
フ
ァ
ミ
リ
ー
コ
ー
ス

一
一
一
般
一
①
稲
葉
純
(
新
谷
)
8
分
担

秒
②
槍
田
義
盛

(
k須
戒
)
③
池
田
幸

雄
(
阿
蔵
)
④
山
田
踏
切
(
稲
積
)
⑤
仲

岡
浩
司
(
喜
多
)
⑥
L
し
野
市
次
(
長
谷
)

一
六
十
歳
以
上
一
①
山
同
定
(
新
谷
)

9
分
自
秒
②
山
中
常
義
(
同
)
③
河
本

咲
子
(
八
多
喜
)
④
田
口
輝
子
(
中
村
一

⑤
福
山
か
つ
チ
(
同
)

三
キ
ロ
コ

I
ス

一
小
学
四
年
男
子
}
①
森
本
人
司
(
菅

旧
小
)
ロ
分
0
秒
②
竹
本
順
A

(

大
洲

小
)
③
松
本
義
文
(
久
米
小
)
④
久
保

英
喜
(
市
久
米
小
)
⑤
村
中
元
(
士
宮
タ

小
)
⑥
仲
木
清
高
(
し
じ
須
戒
小
)

一小
v

一
子
四
年
女
子
一
①
口
石
文
枝
(
L
し

須
戒
小
)
ロ
分
臼
秒
②
一
-
一
瀬
和
千
二
喜

多
小
)
③
拝
見
ひ
と
み
(
蔵
川
小
)
④

松
本
こ
ず
え
(
大
洲
小
)
⑤
官
回
、
水
正
子

(
蔵
川
小
)
⑥
梶
谷
幸
恵
(
し
し
須
戒
小
)

一
小
学
五
年
男
チ
一
①
伊
藤
健
一
(
喜

多
小
)
日
分
日
秒
め
)
井
子
康
仁
(
久
米

選
手
宣
誓
を
す
る

矢
畑
満
芳
さ
ん
一
家

小
)
③
山
口
富
治
雄
(
蔵
川
小
)
④
古

河
真
澄
(
新
谷
小
)
⑤
渡
辺
正
樹
(
室
戸

多
小
)
⑥
山
本
善
文
(
田
処
小
)

{
小
学
五
年
女
子
一
①
、
永
田
正
子
(
蔵

川
小
)
ロ
分
位
秒
②
穂
積
千
恵
子
(
柳

沢
小
)
③
森
永
雅
子
(
新
谷
小
)
④
旧

中
美
幸
(
上
須
戒
小
)
何
百
品
木
久
江
(
粟

津
小
)
⑥
樋
口
美
佳
(
蔵
川
小
)

一
小
学
六
年
男
子
)
①
坪
田
和
也

(t

須
戒
小
)
日
分

m秒
②
和
一
家
哲
也
(
大

洲
小
)
③
亀
井
昭
仁
(
上
須
戒
小
)
④

ド
岡
昇
仁
(
同
)
⑤
渡
辺
哲
也
(
大
洲

小
)
⑥
橋
本
満
(
喜
多
小
)

{
小
学
六
年
女
子
}
①
政
所
い
ず
み
(
上

須
戒
小
)
ロ
分
担
秒
②
山
本
時
子
(
同
)

③
松
山
律
栄
(
蔵
川
小
)
④
水
本
夏
代

(
大
洲
小
)
⑤
木
下
恵
(
蔵
川
小
)
⑥

西
山
美
恵
(
喜
多
小
)

一
中
学
男
子
一
①
田
中
清
照
(
新
谷
中
)

叩
分
幻
秒
②
高
岡
邦
男
(
同
)
③
大
薮

道
美
(
同
)
④
米
田
勉
(
同
)
⑤
山
形

存
(
柳
沢
中
)
⑥
中
川
玄
需
(
市
中
)

一
中
学
女
子
}
①
泉
美
代
(
蔵
川
中
)

日
分
幻
秒
②
松
田
治
子
(
南
中
)
@
西

表彰式。表彰状を受け取る優勝者

川
百
合
香
(
同
)
④
清
水
智
子
(
同
)
⑤

宮
川
美
晴
(
蔵
川
中
)
⑥
一
色
勅
枝
(
南

中
)一
一
般
男
子
一
①
二
宮
弘
光
(
大
洲
)

日
分
担
秒
②
松
中
秀
夫
(
西
大
洲
)
③

久
保
田
健
市
(
田
口
)
④
円
石
計
二
(
古
田

山
)
⑤
新
肝
武
男
(
中
村
)
⑥
堀
江
孝

好
(
徳
森
)

一
一
般
女
子
一

φ
中
野
美
紀
江
(
上
須

戒
)
ロ
分
話
秒
②
磯
崎
静
(
中
村
)
③

川
井
志
都
(
若
宮
)
④
東
幸
代
(
西
大

洲
)
⑤
福
山
ゴ
一
枝
(
大
洲
)
⑥
冨
永
佳

代
(
田
口
)

六
キ
ロ
コ

I
ス

一
一
般
男
チ
}
①
吉
月
栄
敏
(
北
只
)

詑
分
担
秒
②
阿
部
道
夫
(
東
大
洲
)
③

矢
野
漠
(
菅
田
)
④
同
和
雄
(
大
洲
)

⑤
二
宮
隆
一
-
二
中
村
)
⑥
祖
母
井
仁
志

(
八
多
喜
)

一
高
校
以
下
一
①
二
宮
利
治
(
徳
森
)

包
分
却
秒
②
瀧
野
伸
幸
(
新
谷
)



昭
和
問
年
消
防
出
初
め
式

おおず

昭
和
五
十
九
年
大
洲
市
消
防
出
初
め

式
は
、
小
雪
の
降
る
一
二
月
四
日
、
午
前

九
時
か
ら
肱
川
緑
地
公
園
グ
ラ
ン
ド
で

行
わ
れ
ま
し
た
。

式
に
は
、
大
洲
市
内
の
消
防
団
十
分

団
、
二
私
設
消
防
隊
、
消
防
本
部
職
員

な
ど
九
百
人
あ
ま
り
が
参
加
し
ま
し
た
。

大
洲
市
の
防
火
、
消
防
の
た
め
に
休
み

な
く
尽
し
て
い
る
参
加
者
た
ち
は
、
市

民
の
守
り
と
し
て
の
決
意
を
新
た
に
し

て
い
ま
し
た
。

整
然
と
し
た
入
場
に
続
い
て
、
服
装

点
検
、
機
械
器
具
点
検
が
行
わ
れ
、
各

分
団
に
よ
る
ポ
ン
プ
操
法
の
演
習
が
行

わ
れ
ま
し
た
。
こ
の
後
、
消
防
活
動
に

功
労
の
あ
っ
た
団
員
な
ど
百
四
十
九
人

広報自然の美しさを生かし、観光都市づくりにつとめる

に
表
彰
状
、
感
謝
状
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

最
後
に
消
火
演
習
、
肱
川
へ
の
一
斉

放
水
が
行
わ
れ
、
見
物
の
人
々
か
ら
大

き
な
拍
手
が
わ
き
上
っ
て
い
ま
し
た
。

当
日
表
彰
を
受
け
ら
れ
た
人
は
、
次

の
と
お
り
で
す
。
(
敬
称
略
)

消
防
庁
長
官
表
彰

一
永
年
勤
続
功
労
章
一

岩
田
重
喜

日
本
消
防
協
会
長
表
彰

{
精
績
章
一
梶
谷
甘
草
口

一
勤
続
章
一
岩
田
重
喜

梶
谷
甚
吾

愛
媛
県
知
事
表
彰

{
功
労
章
一
森
利
夫

中
居
和
雄

(5) 

三
宮
利
幸

久
f呆

日券

上
悶
弘
長

愛
援
県
消
防
協
会
長
表
彰

一
功
績
章
}
冨
永
子
敏

{
勤
続
章
}
守
二
十
年
作
田
耕
造

篠
崎
勝
邦

帯
十
五
年
大
谷
喜
昭
池
田
喜
雄

松
本
計
三
井
上
昭
利
滝
野
忠
明

門

脇

頼

男

三

浦

賢

寓

代

芳

秀

岡

田

賓

須

内

博

市
十
年
、
水
見
喜
平
治
松
井
孝
幸

二

宮

助

夫

津

田

親

宮

崎

義

幸

松
本
明
龍
坂
本
征
夫
脇
野
宗
夫

下
柳
利
雄
大
森
賢
一
一
西
山
岩
男

山

本

松

男

山

本

英

幸

片

岡

昭

津

田

昭

向

井

満

重

上

田

明

利

{
規
律
章
一
宮
岡
幸
男
鎌
田
利
幸

沖
田
辰
夫
瀧
野
正
稔
和
気
計
夫

松
尾
幸
稽
梶
本
満
貴
雄

肱川への一斉放水

大
洲
市
長
表
彰

加
戸
正
一
二
宮
書
武

東
幸
俊
水
本
準
一

武
井
洋
行
箱
崎
勝
則

西
岡
利
夫
柁
谷
芳
治

福
昌
弘
文
川
口
満
書
評

渡
蓬
和
明
堀
田
範
秋

藤
田
利
晴
矢
野
秀
征

並
目
見
幸
男
谷
岡
清
重

横
久
保
猛
平
谷
和
生

石
村
徹
也

中
野
恭
一
郎

堀
之
内
始

久
米
山
和
行

植

木

茂

谷
岡
哲
行

中
川
一
夫

富
永
吉
長

福
谷
恭
弘

山
本
土
口
一
尾
崎
孝
一
二

山
本
道
男
矢
野
庄
一

武
内
邦
雄
水
沼
正
佳

青
木
信
善
丸
本
平
吉

大
洲
喜
多
消
防
団
連
合
会
長
表
彰

一
勤
続
章
一
吉
田
和
弘
松
岡
周
作

中
小
本
異
司
谷
間
重
俊
伊
賀
八
平

西
岡
豊
昌
山
本
栄
慶
一

一
規
律
章
一
滝
野
治
孝
西
山
中
川
行

上
野
信
一

大
洲
市
消
防
団
長
表
彰

福
田
優
一
新
川
哲
男
大
谷
正
明

亀

井

昭

俊

香

川

修

一

向

居

持

西

川

昭

一

山

鬼

勉

鎌

田

徳

雄

東

寛

岡

本

博

昭

兵

頭

宏

司

中

内

功

桝

上

晃

末

慶

一

文

利

浅
野
誠
志
井
上
直
行
井
上
猪
佐
夫

神
山
富
重
城
戸
正
一
矢
野
幸
四
郎

菊

地

徹

松

本

久

光

大

野

宏

和

久

野

忠

志

岡

野

辰

男

東

勝

利

小

泉

孝

義

東

賢

治

池

野

茂

男

上
神
唯
雄
八
島
龍
英
鎌
田
隆
美

河
野
幸
生
井

t
持
由
清
水
明
一

鹿
川
清
二
津
田
芳
徳
白
石
哲
一

中
家
定
久
武
知
隆
則
梶
本
忠
行

松
岡
且
岳

愛
媛
県
消
防
協
会
長
感
謝
状

一
消
防
団
員
一
家
族
内
助
の
功
労
者
一

新
多
文
子

大
洲
市
長
感
謝
状

一
消
防
施
設
用
地
無
償
提
供
一

西
川
和
宏
同
尾
義
夫
吉
本
喜
一
郎

久
保
政
矩

一
一
口
同
額
寄
附
一
菊
地
実
八
多
喜
新
町

中
区
八
多
喜
新
町
上
区
村
島
神
社

村

島

部

落

大

本

義

登

松

本

武

{
消
防
協
力
者
}
城
戸
多
磨
夫

賓
江
千
代
夫

矢
野
満
利

西
田
正
慶
一

身
体
障
害
者
の

軽
自
動
車
税
の
減
免

大
洲
市
で
は
、
身
体
障
害
者
の
福
祉

向
上
の
一
環
と
し
て
軽
自
動
車
税
の
減

免
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

身
体
障
害
者
子
帳
、
戦
傷
病
者
手
帳

ま
た
は
療
育
手
帳
の
交
付
を
受
け
て
お

ら
れ
る
入
の
う
ち
一
定
の
要
件
に
該
当

す
る
人
は
、
軽
自
動
車
税
の
減
免
対
象

と
な
り
ま
す
の
で
、
申
請
を
し
て
く
だ

さ
い
。
詳
し
く
は
、
次
の
と
わ
り
で
す
。

対
象
と
な
る
人
身
体
も
し
く
は
精
神

に
障
害
が
あ
る
た
め
歩
行
が
困
難
な
人
。

ま
た
は
、
十
八
歳
未
満
の
身
体
障
害
者

な
ど
と
生
計
を
一
に
す
る
人
。
た
だ
し
、

身
体
障
害
の
等
級
・
程
度
な
ど
に
よ
っ

て
は
、
減
免
さ
れ
な
い
場
合
が
あ
り
ま

す。対
象
車
輯
業
務
用
以
外
の
車
輔
で
、

自
動
車
ま
た
は
軽
自
動
車
な
ど
の
い
ず

れ
か
一
台
。
た
だ
し
、
市
に
申
請
で
き

る
の
は
軽
自
動
車
税
の
対
象
と
な
る
も

の
だ
け
で
す
。

用
意
す
る
も
の
障
害
者
手
帳
、
印
鑑
。

障
害
者
と
生
計
を
一
に
す
る
人
が
運

転
す
る
車
輔
の
場
合
に
は
、
福
祉
事
務

所
ま
た
は
戦
傷
病
者
の
援
護
事
務
を
担

当
す
る
機
関
の
証
明
書
が
必
要
と
な
り

ま
す
。

受
付
期
間

四
月
二
日

1
二
十
八
日

詳
し
く
は
、
市
税
務
課
軽
自
動
車
税

係
ま
で
。



(6) おおず広報

身
近
怠
匡
師
を

豊かな郷土と家庭を築く

万
が
一
病
気
に
な
っ
た
と
き
は
、
信

頼
で
き
る
医
師
に
診
て
も
ら
い
た
い
ー

だ
れ
も
が
そ
う
思
っ
て
い
る
は
ず
で
す
。

そ
の
た
め
に
は
、
ふ
だ
ん
か
ら
、
気
軽

に
何
で
も
相
談
で
き
、
受
診
で
き
る
か

か
り
つ
け
の
医
師
を
決
め
て
お
き
ま
し

ょトフ。い
つ
も
診
て
も
ら
っ
て
い
る
身
近
な

医
師
な
ら
、
あ
な
た
の
体
の
調
子
、
健

康
状
態
に
つ
い
て
だ
れ
よ
り
も
よ
く
知

っ
て
い
る
わ
け
で
す
か
ら
、
い
ざ
と
い

う
と
き
に
は
、
よ
り
適
切
な
処
置
と
助

言
が
得
ら
れ
る
は
ず
で
す
。
さ
ら
に
、

あ
な
た
の
職
業
や
家
庭
環
境
か
ら
食
事

や
睡
眠
の
と
り
方
に
い
た
る
ま
で
、
あ

な
た
自
身
の
日
常
生
活
に
即
し
た
キ
メ

細
か
な
指
導
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。
そ
の
意
味
で
は
、
か
か
り
つ
け
の

医
師
は
あ
な
た
の
健
康
コ
ン
サ
ル
タ
ン

ト
と
い
う
こ
と
が
で
き
ま
す
。

一
方
、
ち
ょ
っ
と
体
の
調
子
が
悪
い

か
ら
と
い
っ
て
は
、
大
き
な
病
院
に
行

生産に励み、

く
人
が
い
ま
す
。
し
か
し
、
こ
れ
は
考

え
も
の
で
す
。
詳
し
い
検
査
を
し
た
り
、

入
院
じ
な
け
れ
ば
診
断
や
治
療
が
難
し

い
患
者
の
場
合
は
別
で
す
が
、
大
き
な

病
院
へ
は
、
か
か
り
つ
け
の
医
師
の
意

見
を
き
い
て
行
く
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

医
師
の

上
手
本
か
か
り
方

受
診
す
る
場
合
は
、
自
分
の
病
歴
を

正
確
に
話
し
た
り
、
医
師
の
指
示
を
忠

実
に
守
る
と
い
っ
た
患
者
と
し
て
の
心

かかりつけの

決めておこう

医師を

が
け
や
態
度
も
医
療
効
果
を
あ
げ
る

k

で
有
効
で
す
。
医
師
に
か
か
る
と
き
に

は
、
次
の
よ
う
な
点
に
注
意
し
ま
し
ょ

予フ。1
、
病
状
を
話
す
と
き
は
、
子
短
に
順

序
よ
く
、
要
点
を
述
べ
る
。
前
も
っ

て
、
メ
モ
を
用
意
す
る
の
も
一
つ
の

方
法
で
す
。

2
、
過
去
の
病
気
や
前
に
受
け
た
医
療

の
こ
と
な
ど
は
、
で
き
る
だ
け
詳
し

く
話
す
。

3
、
人
間
ド
ッ
ク
に
人
っ
た
と
き
の
検

査
デ
!
タ
な
ど
が
あ
れ
ば
持
っ
て
行

/
¥
0
 

4
、
日
常
生
活
で
の
習
慣
は
、
な
ん
で

も
隠
さ
ず
話
す
。
常
用
し
て
い
る
薬
、

酒
の
量
、
喫
煙
量
な
ど
を
あ
り
の
ま

ま
話
す
。

5
、
医
師
の
指
示
は
必
ず
守
る
。
そ
の

上
で
解
決
し
な
い
こ
と
が
あ
れ
ば
、

再
び
医
師
の
指
示
を
受
け
る
よ
う
に

し
、
自
分
勝
手
な
判
断
は
し
な
い
0

6
、
疑
問
点
が
あ
れ
ば
、
そ
の
ま
ま
に

し
て
お
い
た
り
自
己
流
の
解
釈
を
せ

ず
、
は
っ
き
り
質
問
す
る
0

7
、
医
師
の
意
見
を
聞
か
ず
に
、
勝
手

に
医
療
機
関
を
変
え
な
い
c

第
初
回
婦
人
週
間

4
月
叩
日
;
時
日

あ
ら
ゆ
る
分
野
へ
の

男
女
の
共
同
参
加

v伊-

FζJー育長「ノタ
一一一-"'.0. 戸、r' }iI// _ I 一一--r'YJV Jlilムデヤ
-_jll-ζI  r ←、Jε告イ トイ J 

犬
は
正
し
く
飼
い
ま
し
ょ
う

犬
の
登
録
と
注
射
を

1
1
9
日
九
日
山
ぶ

大
洲
市
で
は
、
四
月
九
日
か
ら
十
三

日
ま
で
H

畜
犬
登
録
む
よ
び
狂
犬
病
の

予
防
注
射
H

を
実
施
し
ま
す
。
生
後
三

か
月
以
上
の
飼
い
犬
が
対
象
と
な
り
ま

す
の
で
、
必
ず
受
け
る
よ
う
に
し
て
く

だ
さ
い
。

犬
の
所
有
者
は
、
も
よ
り
の
場
所
に

連
れ
て
行
き
受
け
て
く
だ
さ
い
。

料
金
V
畜
犬
登
録
料

V
狂
犬
病
予
防
注
射

一
頭
二
千
百
円

一
頭
千
四
百
円

犬
は
正
し
く
飼
う
よ
う
に
し
ま
し
ょ

う
。
飼
い
主
は
ル

i
ル
を
守
っ
て
他
に

迷
惑
を
か
け
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

詳
し
く
は
、
保
険
衛
生
課
衛
生
係
ま

で。

畜犬登録・狂犬病予防注射の日程

月日 土蕩 所 日土、y 間 月日 よ易 riJf 時 間

肱北公五郎分館 ヲ:00-9 :30 4 大川連絡所 13:30-14:30 

4 / 
/ 若宮神明神社 9 :40-10:40 11 農協蔵川事業所 15: 00-15: 40 

9 
中村惣社宮 10: 50-11: 50 平野連絡所 9 :00-9 :50 

月
) 

三善連絡所 13:20-14: 10 平野公平地上分館 10: 10-10:40 
4 

八多喜連絡所 14: 20-15: 30 / 大根鳳林寺 11 :OO-ll :40 
12 

肱北公田口分館 9 :00-10:00 ( III大洲公会堂 13: 20-14: 20 

4 木
|ニ里子動物病院前 10: 10-11 :20 ) 農協久米事業所 14: 30-15: 10 / 

10 
新谷連絡所 13:10-14:10 明日香団地Aコー

火 15: 20-16: 00 
) 

喜多山佐伯商庖前 14:20-14:50 プ予定地

i二須戒連絡所 15: 20-16: 00 4 南久米連絡所
9 :00-9 :50 

菅出連絡所 9 :00-10:00 / 南久米小学校 10: 00-10: 50 
4 13 
/ 宇津集会所前 10: 10-10:40 金 柳沢連絡所 13:30-14:30 
II 

7l'~ 旧大竹分校前 II : OO-ll : 30 農協田処出張所 14:50-15:50 



おおず広報よい風習を育て、住みよい環境をつくる

昭
和
五
十
八
年
度
の
大
洲
市
同
和
教

育
研
究
大
会
が
、
二
月
二
十
七
日
、
中

央
公
民
館
で
聞
か
れ
ま
し
た
。
「
す
べ

て
の
市
民
が
取
り
組
む
地
域
ぐ
る
み
の

同
和
教
育
を
推
進
し
よ
う
」
の
一
ア
l
マ

の
も
と
に
、
市
内
各
地
よ
り
関
係
者
A

一

百
五
十
人
が
集
ま
り
、
熱
心
な
討
議
が

行
わ
れ
ま
し
た
。

3
月
m
A

日
i

4
月
お
日

観
光
大
洲
に
春
を
告
げ
る
H

第一一一十

六
回
水
郷
大
洲
さ
く
ら
ま
つ
り
H

は、

三
月
二
十
八
日
に
閉
幕
い
た
し
ま
す
。

期
間
は
四
月
二
十
五
日
ま
で
で
す
。

城
山
公
園
、
富
士
山
公
園
な
ど
の
ソ

メ
イ
ヨ
シ
ノ
は
四
月
の
第
一
週
、
ま
た
、

八
多
喜
祇
園
公
園
の
八
重
桜
は
四
月
二

(7) 

「
地
域
改
善
対
策
特
別
措
置
法
」
の

施
行
二
年
を
経
過
し
、
同
和
行
政
は
あ

ら
た
な
局
面
を
迎
え
ま
し
た
。
同
和
問

題
の
完
全
解
決
を
目
指
す
た
め
に
、
旧

法
施
行
以
来
十
五
年
間
の
成
果
に
卜
分

学
ぶ
と
と
も
に
、
さ
ら
に
、
住
民
の
理

Z
T

九

E
d

解
放
令
の
発
布

解
と
協
力
の
輪
を
大
き
く
広
げ
る
こ
と

a

R

4

2

が

望

ま

れ

て

い

ま

す

。

江

一

主

基

府

も

十

九

世

紀

の

後

半

に

な

こ
の
た
め
に
同
和
教
育
関
係
者
が
集
一
る
と
、
全
国
の
支
配
が
で
き
な
く
な
り
、

ま
り
、
就
学
前
、
小
、
中
学
校
、
社
会
み
合
地
で
百
姓
一
撲
が
続
発
す
る
中
で
、

行
政
の
五
つ
の
分
科
会
に
分
か
れ
、
「
同
日
明
治
維
新
の
改
革
が
わ
こ
な
わ
れ
ま
し

和
教
育
を
ど
の
よ
う
に
進
め
て
き
た
か
L

，
た
。

を
統
一
主
題
と
し
て
、
研
究
討
議
を
行
J

r

江
戸
時
代
末
期
、
被
差
別
部
落
の
人

い
ま
し
た
。

J

び
と
の
解
放
へ
の
願
い
や
身
分
解
放
を

各
分
科
会
で
は
、
そ
れ
ぞ
れ
実
践
発
求
め
る
進
ん
だ
考
え
は
、
明
治
に
な
っ

表
が
行
わ
れ
、
統
一
主
題
に
つ
い
て
、
て
解
放
令
に
大
き
な
影
響
を
与
え
ま
し

討
議
、
意
見
交
換
が
活
発
に
行
わ
れ
ま
た
。
土
佐
藩
の
大
江
卓
は
、
「
た
ん
に
賎

し
た
。
午
後
か
ら
の
全
体
会
で
は
、
分
称
(
せ
ん
し
よ
う
)
を
廃
す
る
だ
け
で

科
会
の
報
告
、
研
究
討
議
が
行
わ
れ
、
な
く
、
被
差
別
部
落
の
人
の
経
済
の
向

同
和
問
題
の
す
み
や
か
な
解
決
と
市
民
上
を
は
か
る
こ
と
、
職
業
を
保
障
し
そ

す
べ
て
が
取
り
組
む
同
和
教
育
の
推
進
の
た
め
に
政
府
が
資
金
を
出
す
こ
と
」

を
確
認
し
、
実
り
多
い
大
会
を
終
え
ま
を
主
張
し
ま
し
た
。

し

た

。

明

治

四

年

八

月

の

大

政

官

布

告

で

、

「
え
た
・
非
人
な
ど
の
称
号
を
廃
止
し
、

今
後
は
身
分
も
職
業
も
平
民
同
様
た
る

べ
べ
き
こ
と
」
と
い
う
解
放
令
が
出
さ
れ

ま
し
た
。
こ
れ
を
聞
い
た
被
差
別
部
落

の
人
び
と
の
喜
び
は
大
変
な
も
の
で
、

「
冬
が
去
り
、
春
に
な
っ
て
、
ふ
た
た

び
太
陽
が
か
え
っ
て
来
た
よ
う
な
気
持

だ
し
と
あ
る
被
差
別
部
落
の
人
は
の
べ

て
い
ま
す
。

し
か
し
、
そ
の
後
の
明
治
政
府
の
政

F

策
は
、
部
落
差
別
を
解
消
し
よ
う
と
す

る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

十
日
前
後
が
見
ご
ろ
と
な
り
ま
す
。

期
間
中
に
各
種
行
事
が
予
定
さ
れ
て

い
ま
す
が
、
む
も
な
も
の
は
次
の
と
お

り
で
す
。

3
月
お
日
開
幕
式
(
日
時
1
城
山
)

4
月
4
日
カ
ラ
オ
ケ
の
ど
白
慢
大
会

(
日
時
1
城
山
)
子
供
マ
ン
ガ
映
画

大
会
(
ロ
時
1
城
山
)

4
月
四
日
観
桜
会
(
日
時
1
、
八
多

喜
祇
園
公
園
)

シ潤
む:鵜
I;教
京17帯

No，67 

残
さ
れ
た
差
別

あ
け
ぼ
の
大
洲
⑨

人
権
の
歴
史
(
四
)

「
四
民
平
等
」
と
解
放
令
は
、
皇
族
・

華
族
・
士
族
・
平
民
と
い
う
新
し
い
身

分
へ
の
組
み
か
え
で
し
か
あ
り
ま
せ
ん

で
し
た
。
解
放
令
が
出
た
翌
年
の
明
治

五
年
に
つ
く
ら
れ
た
壬
申
(
じ
ん
し
ん
)

戸
籍
の
中
に
は
、
も
と
の
身
分
が
わ
か

る
記
載
が
あ
り
、
長
く
差
別
に
利
用
さ

れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

明
治
政
府
は
、
地
租
改
正
に
よ
っ
て

得
た
税
収
入
を
「
殖
産
興
業
し
ゃ
「
富

国
強
兵
」
、
あ
る
い
は
華
族
や
土
族
に
支

払
う
公
債
費
に
あ
て
ま
し
た
が
、
税
を

支
払
う
農
民
は
、
江
戸
時
代
よ
り
む
し

ろ
苦
し
い
生
活
に
な
り
ま
し
た
。
重
い

税
に
苦
し
ん
だ
農
民
は
、
土
地
を
子
離

し
、
小
作
人
に
な
り
、
地
主
制
が
発
展

し
ま
し
た
。

こ
と
に
被
差
別
部
落
の
人
び
と
は
、

生
活
の
保
障
が
な
か
っ
た
ば
か
り
で
な

く
、
兵
役
や
納
税
の
義
務
を
お
わ
さ
れ

ま
し
た
。
教
育
の
義
務
も
あ
り
ま
し
た

が
、
貧
し
さ
と
差
別
の
た
め
に
、
学
校

に
行
け
ず
、
た
と
え
学
校
を
出
て
も
、

仕
事
ら
し
い
仕
事
に
つ
け
ず
、
雑
業
に

し
が
み
つ
き
、
む
か
し
か
ら
の
一
一
、
三

反
の
や
せ
耕
地
に
頼
る
ほ
か
道
は
な
か

っ
た
の
で
す
。

こ
の
よ
う
に
し
て
、
明
治
か
ら
後
も

被
差
別
部
落
の
人
び
と
は
、
日
本
の
低

賃
金
、
長
時
間
労
働
、
低
生
活
を
支
え

る
役
割
を
に
な
う
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

(
つ
づ
く
)
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逓信記念日

4月20日

おおず広報市民のひろば市民のひろば

人
々
に
親
し
み
を
感
じ
ま
す

NO.34 

南
久
米
・

野
佐
来

山
下
武
子
さ
ん
(
お
歳

V
香
川
県
の
多
度
津
町
の
出
身
で
す
。

予
讃
本
線
と
土
讃
本
線
が
多
度
津
駅
で

一
つ
に
な
り
ま
す
。

V
主
人
(
福
見
さ
ん
)
と
は
、
琴
平
で

見
合
を
し
て
、
昭
和
四
十
三
年
に
大
洲

で
式
を
挙
げ
ま
し
た
。

V
子
供
は
長
女
の
真
季
子
(
十
一
一
一
歳
、

中
二
と
長
男
の
剛
司
(
十
歳
・
小
四
)

の
二
人
で
す
。

V
大
洲
に
住
ん
で
十
五
年
に
な
り
ま
す

が
、
や
は
り
冬
の
霧
に
は
な
じ
め
ま
せ

ん
ね
。
日
当
り
も
悪
く
な
り
ま
す
し
o

v住
ん
で
感
じ
る
の
は
、
接
す
る
人
々

に
親
し
み
を
感
じ
、
人
間
的
な
温
か
さ

大
洲
隣
保
館
の
H

メ
ル
ヘ
ン
人
形
手

芸
教
室
山
の
作
品
が
、
四
月
か
ら
来
年

三
月
ま
で
、

N
H
K
天
気
予
報
の
時
に

四
国
全
域
で
毎
日
放
送
さ
れ
る
こ
と
に

な
り
ま
し
た
。

大
洲
隣
保
館
は
、
地
域
改
善
対
策
対

象
地
域
お
よ
び
近
隣
地
域
住
民
の
生
活

の
安
定
、
教
養
文
化
の
向
と
を
願
っ
て

昭
和
五
十
六
年
に
開
館
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
目
的
に
沿
い
相
談
事
業
、
ク
ラ
ブ

活
動
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
事
業
を
行
っ
て

い
ま
す
。
ク
ラ
ブ
活
動
で
は
、
書
道
、
料
理
、

生
花
、
手
芸
な
ど
を
行
っ
て
い
ま
す
。

手
芸
教
室
は
、
昭
和
五
十
七
年
か
ら
篠

(
と
う
)
、
人
形
の
教
室
を
聞
き
、
次
第

に
会
員
が
増
加
し
、
現
在
は
毎
週
実
施

し
て
い
ま
す
。

教
室
活
動
の
成
果
を
一
月
に
N
H
K

松
山
放
送
局
ロ
ビ
!
に
展
示
し
、
好
評

を
博
し
、
一
年
間
放
映
の
運
び
と
な
り

ま
し
た
。
テ
レ
ビ
の
放
映
は
、
一
か
月

単
位
で
、
十
A

一
種
類
の
作
品
が
放
送
さ

が
あ
り
ま
す
ね
o

v季
節
折
々
に
独
特
の
風
物
詩
が
あ
り

い
い
で
す
ね
。
い
も
た
き
、
花
火
大
会
、

う
か
い
な
ど
す
ば
ら
し
い
で
す
ね
。

vfア
供
達
は
主
体
性
の
あ
る
人
間
に
育

っ
て
欲
し
い
で
す
ね
。
ま
た
、
家
庭
は

話
し
合
い
の
で
き
る
雰
囲
気
に
し
た
い

も
の
で
す
。

wv
主
人
は
仕
事
熱
心
で
い
い
の
で
す
が

子
供
た
ち
と
話
し
合
い
を
す
る
時
聞
を

少
し
持
っ
て
ほ
し
い
も
の
で
す
。

れ
ま
す
。
ク
ラ
ブ
活
動
は
、
市
内
の
人
な
ら
誰

で
も
参
加
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
あ

な
た
も
参
加
し
て
み
ま
せ
ん
か
?

詳
し
く
は
、
市
立
大
洲
隣
保
館
に
。

宮

(
ω
6
1
0
0

一
級
小
型
船
舶
操
縦
士
免
許

5
月
お
日
ま
で
に
切
替
え
を

昭
和
四
十
九
年
の
法
律
改
正
の
際
、

旧
小
型
船
舶
操
縦
士
ま
た
は
こ
れ
よ
り

土
級
の
免
許
を
取
得
さ
れ
た
人
は
、
五

月
三
十
五
日
ま
で
に
講
習
を
受
け
る
と

一
級
小
型
加
舶
操
縦
士
の
免
許
が
取
得

で
き
ま
す
。

ま
だ
講
習
を
修
了
し
て
い
な
い
人
は
、

早
く
受
講
し
て
く
だ
さ
い
。

詳
し
く
は
、
地
方
海
運
局
に
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

四
国
海
運
局
(
高
松
市
)

宮

0
8
7
8
⑪
5
6
2
1

長
男
の
剛
司
く
ん
と

図

新
刊
図
書
案
内

岩
波
ジ
ュ
ニ
ア
新
書

1
1
n

意

識

と

本

質

井

筒

俊

彦

著

我

が

闘

争

碓

井

優

著

あ
る
書
誌
学
者
の
犯
罪
高
橋
俊
哉
著

は
た
ら
く
若
者
た
ち
の
記
録
後
藤
正
治
著

も
う
ひ
と
つ
の
働
き
方
藤
原
一
房
子
著

が
ん
ば
れ
子
ど
も
砦
野
矢
一
郎
著

ふ
る
さ
と
伝
説
の
旅
H
四
国
小
学
館

お
も
し
ろ
い
か
ら
や
る
田
川
五
郎
著

絵
で
書
い
た
日
本
人
論
清
水
勲
著

パ
ブ
ロ
・
カ
ザ
ル
ス
喜
び
と
悲
し
み

ア
ル
パ

l
ト
-
E
・カ

i
ン
編

新
潮
日
本
文
学
ア
ル
バ
ム

3
、
〉

2

3

9

0

6

4

4

也、

1
ム

寸

よ

1ょ
っ

山

鹿

鳴

館

の

系

譜

磯

田

光

一

著

内

田

西

聞

論

川

村

二

郎

著

杢

二

の

世

界

笠

原

淳

著

私

生

活

神

吉

拓

郎

著

も

う

ひ

と

つ

の

夜

辻

邦

生

著

火
山
島

I
i
皿

金

石

範

著

サ
バ
ン
ナ
に
生
き
る
戸
川
幸
夫
著

蟹

屋

の

土

屋

三

浦

哲

郎

著

わ

が

小

林

一

三

阪

田

寛

夫

著

大
江
健
三
郎
全
作
品
第
1
・E
期

汗

潮

社

東

京

漂

流

藤

原

新

也

著

一

色

一

生

志

村

ふ

く

み

著

太
平
洋
戦
争
日
記
什
j
什
伊
藤
整
著

わ

く

の

細

道

安

東

次

男

著

ハ
i
ド
ボ
イ
ル
ド
・
ア
メ
リ
カ

小
鷹
信
光
著

モ
l
リ
ヤ
ッ
ク
著
作
集

1
1
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秋
社

書
1
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おおず

久米小、久米幼稚園児

幸楽園を慰問

広報市民のひるば市民のひろば

4・メを
ズ町、rr

(9) 

2月23日、久米小、幼稚園児72人

が幸楽園を慰問しました。児童会の

発案て¥学芸会で発表したものを幸

楽園のみんなに見てもらおうと訪問

しました。写真は、 一年生のときの

このづ¥びとちゃんミ o

魅力ある婦人会に

大洲市婦人大会

2月 9日，中央公民館で 130人の婦

人会員が参加して大洲市婦人大会が聞

かれました。活力と魅力ある婦人会に

なるため、実践発表、研究討議を重ね

ました。

若者、熱演./

青年文化祭

2月19日、市民会館で第12111J青年

文化祭が聞かれました。劇、踊り、

歌にと若いエネルギ が舞台にあふ

れていました。写真は、 H貞戒青年

団のミタづるミ 0

小
泉
今
日
子
を
迎
え

F
M
リ
ク
エ
ス
ト
ア
ワ
ー

大洲の印象さわやかに

接客サービス研修会

春の観光シーズンを前に、 2月28日

と接客サービス研修会主が関係者 250

人が集まり中央公民館で開かれました。

大洲を訪れる観光客にさわやかな印象

をと学びました。

市
制
三
十
周
年
を
記
念
し
、
三
月
二
十
六
日
N
H
K
F
M
リ
ク
工
ス

ト
ア
ワ
!
の
公
開
録
音
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
フ
ァ
ン
な
ど
て

0
0
0
主

人
あ
ま
り
が
キ
ヨ
ン
キ
ヨ
ン
の
歌
を
熱
心
に
聞
い
て
い
ま
し
た
。
一

松
山
東
高

通
信
制
の
生
徒
募
集

松
山
東
高
等
学
校
通
信
制
課
程
で

は
、
昭
和
瓦
ト
九
年
度
の
人
リ
一
子
生
を

其
盆
点
し
て
い
ま
す
。

働
き
な
が
ら
ま
た
家
事
を
続
け
な

が
ら
、
月
二
凶
程
度
日
曜
日
を
利
用

し
て
高
等
学
校
卒
業
の
資
格
が
得
ら

れ
ま
す
。
現
在
、
十
五
歳
か
ら
七
十

一
歳
ま
で
の
幅
広
い
年
齢
、
職
歴
の

人
々
が
学
ん
で
い
ま
す
。

出
願
期
間
は
、
四
月
十
二
百
(
金

ま
で
で
す
。

詳
し
く
は
、
松
山
東
高
等
学
校
通

信
制
課
程
へ
。
(
電
話
・
郵
便
い
ず

れ
で
も
可
)

E
0
8
9
9
⑬
0
1
8
7
 

一Tm松
山
市
持
田
町
-
一

J
H
二

松
山
東
高
等
学
校
通
信
制
課
程l
L
 

春
の
交
通
安
全
運
動

4
月
6
日
1
日
日

2月末までの
大洲市内の交通事故

|2月末 昨年同期現在

2 1 

負傷者l~ 2 5 

死{il 。 2 
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mm纏
セ
ン
タ
ー
だ
よ
り

広報

相談ごと案内

おおず

乳
幼
児

健

診

せLコしわ:f:，'知らせらせしわ

ツ
反
・

B
C
G接
種

お気

お
り
実
施
し
ま
す
の
で
、
対
象
者
は
叉

け
で
く
だ
さ
い
。

対
象
者

V
昭
和
町
年
目
月
1
日
か
ら
昭
和
日
午

9
月
初
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
人
。

曹
昭
和
日
年
4
月
1
H
か
ら
昭
和
町
年

9
月
初
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
人
で
、
生

後
一
度
も
受
け
て
い
な
い
人
。

地
区
@
月
白

地

区

ツ

反

肱

膚

4
月
お
日

肱

北

4
月
日
日

平

野

4
月
口
日

市
久
米

4
月
日
日

菅

田

4
月
口
H

大

川

4
月
日
H

撞

川

4
月
日
日

柳

沢

4

月

日

口

新

谷

4
月
4
口

一
二
善

4
月
4
H

八
多
喜
4
月
日
目

上
須
戒

4
月
打
H

13時一16日寺

ツ
検
・

B
C
G

4
月
U
H

4
月
日
日

4
月
四
日

4
月
日
目

4
月
刊
日

4
月
日
日

4
月
却
日

4
月
m
U

4
月
6
U

4
月
6
H

4
月
日
日

4
月
四
日

時

間

日

時

1
日
時
泊
分

た
だ
し
、
肱
市
、
肱
北
は
日
時
却
分
1

1
H

時
加
分
、
菅
田
は
日
時
加
分

i
H時、

大
川
は
ロ
時
日
分

1
日
時
、
蔵
川
は
日

時
加
分
1
日
時
加
分
、
柳
沢
、
三
善
は

日
時
i
H
時
、
ト
A

須
戒
同
時
1
日
時
加

分。場
所
肱
上
問
、
肱
北
は
保
健
セ
ン
タ
ー
、

平
野
は
平
野
小
、
蔵
川
は
蔵
川
中
、
そ

の
他
は
各
連
絡
所
。

そ
の
他

V
料
金
は
無
料
で
す
。

V
母
子
子
帳
と
印
鑑
を
ご
用
意
く
だ
さ

3

0

 

B
L
V
 

歯
科
相
談

(
大
洲
保
健
所
)

実

施

目

該

当

者

4
月
3
日
(
火
)
昭
和
田
年
日
月
生
※

4
月
刊
日
(
火
)
昭
和
田
年
8
月
生
※

4
月
ロ
日
(
木
)
昭
和
田
年
9
月
生

4
月
口
日
(
火
)
昭
和
回
年
5
月
生
※

4
月
担
日
(
火
)
昭
和
同
年
3
月
生

※
は
肱
南
・
肱
北
地
区
の
み

受
付
時
間
日
時
加
分
1
1
H

時

実
施
場
所
大
洲
市
保
健
セ
ン
タ
ー

※
母
チ
手
帳
を
ご
用
意
く
だ
さ
い
。

B
C
G
の
接
種
は
、
体
内
に
結
核
菌

に
対
す
る
免
疫
を
つ
く
る
た
め
に
行
う

も
の
で
、
自
然
感
染
を
受
け
て
も
発
病

の
危
険
性
は
非
常
に
少
な
く
な
り
ま
す
。

市
で
は
、
乳
幼
児
を
対
象
に
次
の
と

いずれも無料ですので、

軽にご利用ください。

惨交通事故相談

と き 4月 9日 10日寺~~15日寺

(春の巡[口l交通事故相談)
4月20日

ところ 汁1f受戸斤

砂人権相談

と き 4月20E::J 13H寺一16時

ところ 社会福祉協議会事務局

砂心配ごと相談

とき 4月 2日

4月10日

4月25日

ところ 社会福祉協議会事務局

険家庭児童相談

と き 毎日の執務時間中

ところ 大洲市福祉事務所

砂行政相談

とき 4月18日 10時一15時

ところ 中央公民館

急がれる時は電話で相談して

ください。宮⑪3794 (玉木)

砂社会保険相談

とき 4月23日 10時一16時

ところ 大洲商工会議所

担当松山社会保険事務所

砂医師による健康相談

と き 4月26日 13時一14日寺

ところ 大洲市保健センター

対象 40歳以上の人

砂何でも相談

と き 毎日の執務時間中

ところ 大川|隣保館(東大洲E

⑪ 6100) 、大洲福祉会

館(新谷E⑮0947)

住民福祉に関し、生活

上の悩み、人権、交通

事故、その他何でも。

4
月
お
日
(
ル
小
)
乳
幼
児
歯
科
相
談

日
時
か
ら
で
す
。
前
も
っ
て
電
話
し

て
く
だ
さ
い
。
宮
⑪
3
1
6
5

4
月

1
口
}

4
月
8
口
一
大
洲
中
央
病
院

4
月

日

日

一

宮

⑪

4
5
5
1

4
月
2
日
一
大
洲
中
央
病
院

4
月
山
山
口
)
宮
⑪
4
5
5
1

4
月
初
日
市
立
大
洲
病
院

宮
⑪
2
1
5
1

大
洲
中
央
病
院

5
月
3
日

ま
ご
こ
ろ
の
お
く
り
も
の

金
一
封

工
一
ふ
リ

ノ
4
2

一
K玄

菅
田
町

菅
田
町

本
橋
、
ン
ゲ
子

松

浦

健

介

松

浦

智

子

金

一

封

田

処

田

島

徳

義

金
一
封
(
寒
行
の
一
部
)
大
洲
市

仏
教
会
大
洲
分
会
(
代
)
玉
木
道
輝

(
指
定
配
分
)

金
一
封
(
平
野
地
区
社
協
・
と
み
す

寮
・
市
社
協
へ
)
平
野
町
大
藤
斗

金
一
封
(
八
多
喜
公
民
館
へ
)

八

多

喜

町

城

戸

清

金
一
封
(
L
し
須
戒
地
区
社
協
と
市
社

協

へ

)

徳

森

岩

本

賢

二

溢
か
い
千
五
円
意
を
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
し
た
。
感
謝
を
こ
め
で
掲
載
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
す
。

大
洲
市
社
会
福
祉
協
議
会

七之マ
下ゴ}λJ 

休日の漏水修理 (82~17JO) い近くな 童検十 用

し い J水草 さ持月teu@r司，検曹竃h哩までよ にれ
月日当番業者 会 す うメおて

4月1日 中野管工事工業 24-3792
。虫犬を司 に I 1司いど
しタしミる σコ

4月9日西田水道応 26-0265 わて l しかく

4月15日南予水道住設 24-4577 なだくのてをら
い 上い調い

4月22日浜田ポンプ底 24-3086 よさにまベのつ針

4月29日星加鉄工所 26-0020 うい雪する水い「に。 。た量 』

4月初日二原設備 24-3783 おま置 めをて

5月3日 淳山水道工事庖 24-2583 願 f三か に{吏

後

記

新
年
度
、
新
学
期
の
ス
タ
ー
ト
/

新
し
い
環
境
で
こ
れ
か
ら
の
時
間
を

送
る
人
々
、
不
安
と
希
望
が
交
錯
す
る

日
々
が
続
く
。
あ
る
詩
人
が
一
言
っ
て
い

ま
す
。人

生
は
す
て
き
/

ワ
イ
ン
み
た
い
に
す
て
き
/

人
生
は
す
て
き
/

常
に
マ
イ
ペ
ー
ス
を
忘
れ
ず
に
。

ペコ
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